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Focus in 南島原

　８月30日、本市消防団の大山団長をはじめ、
３人の地区団長が大分県の日田市役所を訪れ、
日田市消防団の長谷部団長へ災害見舞金を贈呈
しました。
　今年７月、九州北部豪雨の土砂崩れで犠牲と
なった日田市小野地区の消防団員とそのご遺族
に対し、本市消防団員1,297人ひとりひとりから
の追悼の意とお見舞いの気持ちを込めた災害見
舞金を届けていただくよう、長谷部団長へ手渡
しました。

　本市出身の力士佐田の
富士関が現役引退と、年
寄「中村」を襲名するこ
とを受け、９月２日、両
国国技館で「中村襲名・
断髪式」が開催されまし
た。

　式で佐田の富士関は「これからは中村親方として新たな気
持ちで頑張りたい」と話していました。

日田市へ災害見舞金を贈呈

　毎年、夏の一大イベントとして開催されている「ありえ浜んこら祭」が、
今年も８月19日に開催されました。日中は、昨年から始まったウォー
ターガンファイトや手延そうめんの試食会、日が沈むと有家中学校の生
徒による有中ソーラン節や深江太鼓、ゴスペルなどの各種ステージイベ
ントが開催されました。
　また、昨年に引き続き、北海道大学のヨサコイサークル「縁」の皆さ
んも参加し、祭りを盛り上げました。
　祭りの締めくくりには、打ち上げ花火が実施され、フィナーレの２尺
玉大花火にお客さんの歓声が上がりました。

夜空を彩る大輪の花
ありえ浜んこら祭

元幕内「佐田の富士」が新たな歩み

　７月16日に北有馬ふれあい交流広場で開催された
「第29回九州レディースSPソフトボール大会」で、「Team 
原城」が、２年連続で優勝しました。
　８月21日、優勝報告のため選手や関係者が市長を訪問し
ました。
　チームキャプテンの髙橋由美さんは「優勝できて嬉しい。
来年も優勝したい」と喜びを語りました。おめでとうござ
います。

ソフトボール 「Team 原城」が
２連覇

　来年の世界遺産登録を目指す「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺
産」について、ユネスコ（国連教育科学文化機関）の諮問機関であるイコ
モス（国際記念物遺跡会議）による現地調査が９月４日から14日まで実
施されました。
　原城跡の調査は、５日に実施され、調査員リチャード・マッケイ氏（オ
ーストラリア）は、職員の説明を受けながら史跡の価値や保全管理の状
況などを確認しました。
　イコモスは調査結果を踏まえ、来年５月ごろにユネスコに勧告する予定
で、夏ごろに開かれる世界遺産委員会で登録の可否が決まる見通しです。

イコモスが原城跡を調査

杉山 ユキヱさん（南有馬町）
大正6年９月17日生まれ

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～

松島 マツノさん（布津町）
大正6年９月１日生まれ

　県南保健所で開催された動物愛護フェス
ティバルin島原の長寿犬表彰で、加津佐町在
住の宮﨑珠美さんの飼い犬 ロビン（１７歳：人
間に換算するとおよそ８４歳）が長寿犬として
表彰されました。
　受賞おめでとうございます。
　これからも、家族仲良く共にお過ごしくだ
さい。

宮﨑さん宅のロビンが
長寿犬表彰

　９月１０日、布津多目的集
会施設「世紀の泉」で長崎
県難病相談・支援センター
主催の難病医療講演会が開
催されました。
　この講演会は、難病に関
する知識や、治療方法、諸
制度などについての理解を
深めることを目的としてい
ます。

　講演会では、菅整形外科医院の菅 尚義氏による講話、質疑応答、情報
交換などが行われ、多くの参加者がメモをとりながら難病について学んで
いました。

難病医療講演会が開催されました

すが たかよし

　青年海外協力隊（ＪＩＣＡ
ボランティア）として、平成
２７年７月から２年間、ドミ
ニカ共和国に派遣されてい
た本市出身の今道由継さん
が、当初の目的を果たし、
無事に帰国したことを市長
へ報告するため、９月１１日、
市役所を訪れました。

　今道さんは、現地の地域ＮＧＯ病院でリハビリテーション分野作業療法
の技術移転を行い、技術指導や地域の人たちへの健康指導を実施し、地域
医療の面からまちの活性化を促しました。

ＪＩＣＡボランティア派遣から帰国


